






昭和 57 年から昭和 62 年までに、国立療養所三重病院に長期入院した腎疾患患者 320 名に

おける退院後の実態調査を行なった。病状が完治または改善した者は 75.3%であった。退

院 1 年間における学校欠席状況は大半の 54,1%が 10 日間以内であった。体育授業への参

加状況において、見学は 2.5%のみであった。疾患の就職への影響はほとんどなかった。

また、長期入院が精神的に及ぼす影響は長所として受け取っている者が多く、健康の重要

性を理解、自立心の養成、自己管理ができるようになったなどがあった。


